
第3回将棋電王トーナメント
大樹の枝 PR文書

平岡 拓也、杉田 歩、山本 修平、白岩 大地

1 大樹の枝 (たいじゅのえだ)とは

• 今大会での命名権をヤフオク！でチャリティーオークションに出品し、
落札者の方に決めて頂きました！

Figure 1: (81000円、将棋らしいお値段になりました！)
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「大樹の枝」は定跡形から考えられる手を書き出し、エクセルにまとめ
たものが樹に似ていることから名付けたもので、1手目が太い幹で手が
進むたびに枝分かれしていき新しい手を見つける度に幹が太くなってい
く様子を表現しているそうです。

序盤研究には拙作のソフトを活用されているようで、有難いことです。
素敵なお名前をありがとうございます！

• オープンソースの将棋ソフトでは現在最強です。
下記URLで公開しています。無料でお使い頂けます。
http://hiraokatakuya.github.io/apery/
プログラムの質問とかはお気軽にGitHubか Twitterに送って下さい！

• 今大会では使用可能ライブラリとなっています。より強い派生ソフトが
登場しないかと、楽しみにしています。

• 優勝目指して頑張ります！

2 作者紹介

• 平岡 拓也
プログラム全体を担当。
趣味で 5年程前から開発を続けています。
Ponanzaを倒す事を目的に作成しています。
大会中は多分 Twitterで適当につぶやきます。
https://twitter.com/HiraokaTakuya

• 杉田 歩、山本 修平、白岩 大地
大阪市立大学数理工学研究室の教員と学生です。
主に評価関数の機械学習に興味を持って研究しています。

3 実績

• 2012年 5月 第 22回世界コンピュータ将棋選手権 22位

• 2013年 5月 第 23回世界コンピュータ将棋選手権 9位

• 2013年 11月 第 1回将棋電王トーナメント 6位

• 2014年 5月 第 24回世界コンピュータ将棋選手権 優勝
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• 2014年 11月 第 2回将棋電王トーナメント 5位

• 2015年 5月 第 25回世界コンピュータ将棋選手権 4位

4 技術的特徴

• 3駒関係の評価関数を機械学習しています。相対位置や利きに分解して
汎化性能を上げています。学習の高速化や精度向上を目的に最初に少な
い棋譜で学習を回して、頻出する特徴を先に収束させるなどの実験をし
ています。従来の 3駒関係に更に特徴を追加する事も検討しています。
最終的には棋譜を増やす事による精度向上を狙っています。

• オーダリング (探索の順序付け)改善により少し棋力向上しました。オー
ダリングはもう少し改善出来そうな気はします。手を生成する基本的な
所も書き換えたのでルール通り動くか少し心配。反則したら笑ってあげ
て下さい。詰み周りも何かしら改善したいとは考えています。

• 単純な高速化も相変わらず少しはやっています。

• 最近気付いたんですが、僕がいくら改良しても、それをGitHubで公開
してたら Aperyライブラリ使う人のソフトまで勝手に強くなってしま
うので、差が付かない！という事でGitHubへの pushは大会終わるま
ではサボり気味にしておこうかなーとか思ってます。仕方ないよね。僕
も勝ちたいです！

5 最近の強さ

• 測る時間がなくてゴメンね！
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